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次      第 

 

１ 開会 

 

２ 市民局長あいさつ 

 

３ 委員・臨時委員の紹介 

 

４ 出席委員数の報告 

 

５ 議事 

(１)泉区和泉町第六次地区における住居表示の実施について 

 

６ その他 

(１)緑区中山町住居表示の検討状況報告について 
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６－２ 緑区中山町住所混乱地域状況 



 

 

泉区和泉町住居表示の概要 

 

１ 選定理由 

  泉区和泉町は、かねてより住居表示実施の要望が高かった地域ですが、平成 22年１月、和泉町に

関係する５つの連合自治会町内会長の連名による、実施の要望書が提出されました。 

  和泉町は、本市最大の町面積（住居表示実施前の時点で 8.519㎢）であり、住所が 7900番台まで

存在します。また、同番、飛番及び欠番が多いなど、住所の混乱が著しく、住居表示実施の必要性が

高い地域であるため、平成 22年度から、実施に向けた検討を開始しました。 

 

２ 住居表示検討委員会の設置について 

  住居表示実施により新設する町の境界や名称の案について、お住まいの方のご意見を反映させるた

め、平成 22年 10月に地域の代表者を中心に構成される検討委員会を設置しました。 

  検討委員は、要望書を提出した５つの連合自治会町内会の代表及び地域の代表、地域 

 の関係機関である郵便事業株式会社横浜泉支店長（現日本郵便株式会社横浜泉郵便局長）、横浜地方

法務局戸塚出張所長及び神奈川県警察泉警察署長としました。 

 

３ 和泉町の住居表示について（別紙１参照） 

  和泉町は、住居表示の実施対象となる市街化区域を中心に、平成 24年度の第一次地区から平成 28

年の第五次地区まで順次実施しており、平成 29年度の第六次地区で終了する予定です。 

  なお、市街化調整区域については、著しい住所の混乱がなければ、住居表示の実施対象とはならな

いため、現在の和泉町のままで、変更はありません。 

（参考） 

※１住居表示を実施する際に町界を南・東側線に合わせるよう変更を行っています。その影響から一

部、和泉町を隣接する上飯田町へ、中田町を和泉中央北一丁目へ編入しています。 

※２「3.142㎢」には、第五次地区実施時に生じた面積調整分（中田町から和泉中央北一丁目へ）の 

「0.001㎢」が含まれています。住居表示実施前の和泉町の面積である「8.526㎢」には、元々中田

町の面積であるため、調整面積の「0.001㎢」は含まれていません。 

 ※３住居表示実施前の和泉町の世帯数に平成 29年度までの増減数を含んだ見込み数となります（事業

所を含む）。 

  
住居表示実施前の

和泉町 
第一～六次地区 

住居表示実施

後の和泉町 

東側線に寄せたことによる面積調整分※１ 

和泉町 

から上飯田町へ 

中田町から 

和泉中央北一丁目へ 

面積 8.526 ㎢ 3.142㎢(見込)※２ 5.380 ㎢(見込) 0.005 ㎢(見込) 0.001 ㎢ 

世帯数 約 22,500 世帯※３ 約 16,200 世帯 約 6,300 世帯 ― 

資料１ 



 

 

別紙１  泉区和泉町 

住居表示計画図 

東側線編入部分イメージ図 



泉区和泉町第六次地区の概要 

 

１ 泉区和泉町第六次地区について 

 （１）位置 

    別紙２参照 

 （２）対象面積及び世帯概数 

    面積 0.493 ㎢   世帯概数 2,500世帯（事業者含む） 

 

２ 検討経過について 

  第六次地区の新町界・新町名案は、泉区和泉町住居表示検討委員会で平成 27 年 12 月から平

成 28年７月まで計４回の検討を重ね、決定しました。 

（１）新町界案について（別紙２参照） 

横浜市住居表示整備要綱（関連法令７）の第３ 住居表示整備実績基準に基づき、恒久

的でわかりやすい道路を町界とする３つの町としました。 

  

 

 

 

 

 

（２）新町名案について（別紙３参照） 

平成 25 年７～８月に、和泉町第三～六次地区の住居表示実 

施内容に関するアンケートを実施しました。(別紙４－１) 

 アンケートの結果(別紙４－２)を参考に、 

①和泉町第三～六次地区が和泉町の中央に位置して 

おり、長後街道の南北に広がっている 

②町名に「和泉中央」を用い、統一感をもたせる 

③幹線道路である長後街道で南北に区切ることが、 

わかりやすい 

という理由から、長後街道南側の第三・四次地区の町名を「和泉

中央南」、長後街道北側の第五・六次地区の町名を「和泉中央北」

としました。 

また、「丁目」の順番については、和泉中央南一～五丁目と同様に東側から西側の順で

設定し、幹線道路である長後街道沿いに「丁目」を対比させると町名がわかりやすくなる

と考えられることから、第六次地区の東側を起点とする町名案を、住居表示検討委員会で

決定しました。 

新町名案 面積 世帯概数 

和泉中央北四丁目 0.198 ㎢ 1,050 世帯 

和泉中央北五丁目 0.174 ㎢ 800 世帯 

和泉中央北六丁目 0.121 ㎢ 650 世帯 

計 0.493 ㎢ 2,500 世帯 
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（３）これまでの検討経過について 

実施月 内容 

平成 25 年４月 
和泉町住居表示検討状況周知チラシの配付（和泉町全戸配付） 

【参考：別紙３ 泉区和泉町 住居表示の今後の検討について】 

 ７～８月 

住居表示実施内容に関するアンケートの実施 

（第三次地区から第六次地区を対象） 

【参考：別紙４－１ 泉区和泉町住居表示第三次地区から第六次地区の実施内容に

関するアンケート 

別紙４－２ 第三次地区から第六次地区までの新町名に係るアンケート実

施について】 

平成 27年 12月 
第 30 回検討委員会 

（第六次地区の事前現地調査の報告について） 

平成 28 年２月 
第 31 回検討委員会 

（第六次地区の現地調査実施時期及び現地調査実施エリアの検討） 

     ４月 
現地調査 

（第六次地区の実施区域及びその境界の調査） 

      ５月 
第 32 回検討委員会 

（第六次地区の実施区域及びその境界案の検討） 

      ７月 
第 33 回検討委員会 

（第六次地区の町区域及び町名の設定） 

10 月 

住居表示概要資料及び説明会開催案内チラシ配付（第六次地区内対象） 

【参考：別紙５－１ 泉区和泉町第六次地区の住居表示について地元説明会を 

開催します】 

      11 月 
地元説明会（第六次地区内対象、計４回開催） 

【参考：別紙５－２ 和泉町第六次地区住居表示実施案に係る地元説明について】 

 

３ 実施までの流れ（予定） 
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泉区和泉町第六次地区住居表示 

新町界・新町名案 

別紙２ 
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  別紙４－１







 

 

 

１ アンケートの実施目的 

泉区和泉町第三次地区から第六次地区までの新町名・実施区域について、地域にお住まいの

方の御意見を反映するために実施しました。 

 

２ 町名候補について 

  住居表示検討委員会で、各地域から寄せられた名称の中から、「横浜市住居表示整備要綱」

の町名設定基準と照合しつつ検討した結果、以下の町名・実施区域を候補とし、アンケートで

お住まいの方の御意見をお伺いすることにしました。 

※町名候補以外にふさわしい名称などがある場合は自由意見欄に御記入いただきました。 

 

案１                     案２ 

 

 

 

 

 

 

【案１】第三次地区から第六次地区を２つに分

ける案  和泉中央（南・北） 

【案２】第三次地区から第六次地区を４つに

分ける案  和泉中央（東・西・南・北） 

理由：幹線道路である長後街道で南北に区切る

ため、簡明で分かりやすい。 

理由：４つの実施地区の規模がそれぞれ下和

泉地区（第一次地区）及び和泉が丘地区（第

二次地区）と同様となる。 

別紙４－２ 

泉区和泉町第三次地区から第六次地区までの新町名に係る 

アンケート実施について 



 

３ アンケートの実施について 

 ・町名アンケート実施期間…平成 25 年７月 30 日～平成 25年８月 30日 

 ・回答率…31.8％（配付数：9,189枚、返送数 2,920 枚） 

 

 

【集計結果】 

計 2,920

【案１】　第三次地区から第六次地区を
２つにわける案　和泉中央（南・北）

【案２】　第三次地区から第六次地区を
４つにわける案　和泉中央（東・西・南・北）

     【案３】            自由意見

1,437

1,185.5

297.5

 

※案を複数選択している回答の場合は票を按分して集計しています。 

 

案３ 

案２ 

【参考】自由意見で寄せられた主な町名案

いずみ中央○…５５票、和泉○…３７票 

和泉町○…２５票 



廣瀬
テキストボックス
別紙５－１





泉区和泉町第六次地区住居表示実施に係る地元説明について 

 

１ 対象者 

和泉町第六次地区住民 約 2,500世帯 

 

２ これまでの説明 

(１)概要説明資料の配付 

  平成 28 年 10 月に、地元説明会に関する告知及び住居表示の概要に関する資料を配付

しました。 

 

(２)実施案に関する地元説明会について 

平成 28 年 11月に、新町界・新町名案等について説明しました。 

 ア 概要 

開催日時 開催場所 来場者数 

平成 28年 11月 17日（木）   19時～ 泉公会堂 104 名 

平成 28年 11月 19日（土）   10時～ 泉区役所  84 名 

平成 28年 11月 22日（火）   19時～ 泉公会堂  34 名 

平成 28年 11月 27日（日）   10時～ 泉公会堂  79 名 

計 301 名 

   イ 説明内容（説明時間：約１時間半） 

・住居表示制度について 

     住居表示の趣旨や、新住所の設定方法 

・新町界・新町名案について 

     検討委員会での検討経過や新町名案の決定理由等 

・住居表示実施に伴う住所等の変更手続について 

手続が必要ないもの、手続が必要な主なもの 

 

３ 今後の予定 

  住居表示実施のおおむね１か月前に、住居表示実施に伴う住所等変更手続に関する地

元説明会を開催する予定です。 

 

【参考】平成 28 年度実施地区実績(泉区和泉町第五次地区 平成 28 年 10 月 17 日実施) 
開催日時 開催場所 来場者数 

平成 28年９月 25日（日）  14時～ 泉公会堂 208 名  

平成 28年９月 27日（火）  19時～ 泉公会堂 61名  

平成 28年９月 29日（木）  19時～ 泉公会堂  220 名  

平成 28年 10月１日（土）  10時～ 泉公会堂  52 名  

計 541 名  

 

別紙５－２ 



緑区中山町住居表示の検討状況報告について 

 
１ 中山町の住居表示について 

  中山町は、全域が住居表示の対象区域となる市街化区域となっています。そのため、

全域を実施対象として平成 30 年度から 31 年度までの２か年計画で実施に向けた検討を

進めています。 
 （１）中山町地区位置図 
    別紙６－１を参照 
 （２）面積 
    1.007 ㎢ 
 （３）住民登録者数 

約 13,000 人（約 6,800 世帯） 
 
２ 選定理由 

  平成 28 年１月、新治中部地区連合自治会長、中山町区域内の各自治会長、中山商店街

協同組合理事長の連名による、実施の要望書が提出されました。 
  中山町は、宅地化が進み、商店等の事業所の増加したことにより、同番、飛番及び欠

番が多いなど住所の混乱が著しいことが調査をしたことにより判明しました（別紙６－

２参照）。住居表示実施の必要性が高い地域であると判断したため、平成 30 年度実施予

定地区として選定しました。 
 
３ 住居表示検討委員会の設置について 

  住居表示実施により新設する町の境界や名称の案について、お住いの方のご意見を反

映させるため、平成 28 年９月に地域の代表者を中心に構成される検討委員会を設置しま

した。 
  検討委員は、要望書を提出した新治中部地区連合自治会、中山町区域内の各自治会、

中山商店街協同組合及び中山町に接する寺山町自治会、上山自治会の代表者のほか、地

域の関係機関である、日本郵便株式会社緑郵便局長、横浜地方法務局青葉出張所長及び

神奈川県警察緑警察署長の皆様で構成されています。 
 

資料３ 



 

緑区中山町地区 

位置図 

別紙６-１ 

・町内に JR 横浜線、県道丸子中山茅ケ崎線、県道青砥上星川線が通り、町の北端は恩

田川に接している。 

・町の南東部は丘陵に沿って住宅が広がり起伏の多い地形となっている。 



 

  

１つの街区において 

・66番地、50番地に複数の建物が立っている 

・「49番地１、50番地、68番地」「37番地８、37番地 24、67番地２」の建物は隣り合

っているが住所の番号が飛んでいる。 

緑区中山町 
住所混乱地域状況 別紙６-２ 

裏面あり 



 

複数の街区において 

・同じ地番(枝番の前の部分)の建物が非常に多くなっている。 

・建物の並びの中で住所に連続性が無い。(街区①、街区②、街区③) 

・隣の家よりも、離れた街区にある家の方が住所の番号が近いところがある。 

(街区②、街区③) 
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